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1序論 

 末梢動脈血酸素飽和度 (oxygen saturation of 

peripheral artery; SpO2)は動脈血を流れる赤血球内

の全ヘモグロビン (Hb)と酸素化ヘモグロビン

(HbO2)の比を示す値であり、最も重要なバイタル

サインの 1 つである。SpO2 は光電式容積脈波記

録法(Photoplethysmography; PPG)を利用して、波

長の異なる 2 つの光である赤外光(IR)と赤色光

(RED)の吸光度比を検出することで計測できる。

PPG は周期的に変化する血量により照射光の光

吸収が変化することを利用し、血管からの反射光

もしくは透過光の時間変化を検出することで脈

波を計測する技術である。我々はこれまで経爪型

集積化光電式容積脈波計測システムを開発して

きた[1-3]。先行研究では提案したシステムで PPG

波形の計測に成功し、測定した PPG 波形を利用

して SpO2を算出することに成功した。本稿では、

SpO2 高精度計測用新規回路を搭載した集積化光

電式SpO2計測LSIの設計と評価に関して述べる。 
 

2集積化光電式 SpO2計測 LSIの設計と評価 

  Fig.1 に本稿で提案する経爪型集積化光電式

SpO2 計測システムのブロック図を示す。今回設

計した集積化光電式 SpO2計測 LSI には PD・LED

駆動回路・SpO2 計測回路が集積されており小面

積化を実現している。LED 駆動回路は最大三種

類の LED を選択的に駆動でき、赤色光(RED)と赤

外光(IR)を交互に駆動させることでチップ単体

での SpO2計測が可能である。計測感度を向上さ

せるために、SpO2計測回路には PDで発生した電

流を増幅する電流増幅器(Current AMP)を搭載し

ている。Fig. 2 に電流増幅器の回路図を示す。電

流増幅器はサイズ比が 1:8 の PMOS カレントミ

ラー回路、サイズ比が 1:4 の NMOS カレントミ

ラー回路から構成され、PDに生じた電流を 32 倍

に増幅する。 

0.18 µm CMOS (1P5M)テクノロジで試作した

集積化光電式 SpO2計測 LSI を用いて、PD・LED

駆動回路・SpO2計測回路の動作を確認した。 

 
Fig. 1. Block diagram of SpO2 measurement system. 

 

 
Fig. 2. Schematic of Current AMP. 

 

3 結論 

 本研究では SpO2計測の精度向上のための新規

回路を搭載した集積化光電式 SpO2計測 LSI の設

計及び評価に関して述べた。評価結果については

講演会にて詳説する。本研究のチップ設計は東京

大学大規模集積システム設計教育研究センター

(VDEC)を通し日本ケイデンス株式会社、シノプ

シス株式会社およびメンター株式会社の協力で

行われたものである。 
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